

























































































































TUG 1±1．12 2．5±1．24 ＊＊
360T 1．06±1．24 2．58±1．3 ＊＊
TS 1．25±1，24 2．54±1．27 ＊＊








TS 2．83±1．27 1．91±1311．ユ4±1，35 ＊
FR 3±135 1．69±1．18 1±1．15 ＊
合計点数 15．33±4．548．78±3．57 3．57±4．21＊＊
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図1　対象者のSBS合計点数
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高齢者用機能的バランススケールの考案
　～Sunteviuex－Nakanoshima　Balance　Scale～
差が認められた（P〈0．01～0．05）。
4．対象者のSBS合計点数（図1）
　　15点以上では歩行補助具非使用者において転倒
者がなく、6点以下の歩行補助具使用者において
　は全例において転倒経験ある結果となった。
　　　　　　　　　考　　察
　高齢者の転倒の要因には、1）高齢に伴う立位・
歩行能力の低下、2）各種疾患に伴う立位・歩行能
力の低下、3）廃用症候群を引き起こす状態におか
れた場合、4）転倒しやすい環境による影響、など
があり、立位・歩行時のバランス機能評価は重要で
あるといえる。
　高齢者の歩行パターンの特徴は、歩行速度の低下、
歩幅の短縮、両脚支持期の増大、馬脚期での足の挙
上の低下、歩々の増大、腕の振りの減少、不安定な
方向転換などにまとめられる。また、高齢者のバラ
ンス能では、片足立ちでの体重心動揺では、加齢と
ともに軌跡距離が増大し、片足立ち保持時間も若年
者より短縮してくる。
当初、上記の高齢者の特徴を理解した上で、高齢者
の転倒予防を目的に、機能的バランススケールの考
案を始めた経緯がある。しかし、研究を進めていく
中で、転倒予防には個々のバランス能力に適した歩
行補助具を日常生活上で使用しているかどうかが重
要であると考えられた。
　また、機能的バランススケールに関して、現在い
くつか有用なものがあるが、評価項目が多く時間を
要するため、簡便には使用できないことがあげられ
る。
　結果よりSBSは、転倒予防を目的に、客観的な評
価が可能であり、性別を問わず、簡便に使用できる
と考える。また、歩行補助具や車椅子等の移動手段
選択の指標にもなると考える。
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